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飛鳥・藤原宮跡発掘調査部は,昭和51年度の調査として,藤原宮 。山田寺・

大官大寺・稲淵川西遺跡・奥山久米寺西方 。軽池北遺跡等の発掘を実施 した。

藤原宮では第19次 までの調査を終了 し,現在第20次調査として大極殿院北門

を調査中である。特に,今年度は藤原京朱雀大路及び右京 7条 1坊を調査 し,

従来不明であった京内の様相の一端を知ることができた。

山田寺は,史跡整備のための初年度の調査を塔 。中門・回廊の確認を目的と

して実施 し,ほぼ当初の目的を達することができた。

大官大寺では東面回廊及び寺域の東限を確認する目的で第 3次調査を実施し,

回廊を確認するとともに,中 ノ道跡と推定される道路遺構を検出した。

稲淵川西遺跡は駐車場建設に伴う事前調査として実施 し,掘立柱建物や石敷

広場など,7世紀中頃に造営された宮殿跡と考えられる遺構を検出した。

小墾田宮推定地や藤原宮内のその他の調査は,いずれも家屋の新築等に伴う

緊急調査として小範囲の発掘を行ったものである。
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遺跡調査次数 調査地区 周査面積 調 査 期 間 地 籍 地 番 所 有 者 備 考

※
藤 原 宮 17-2・ 3

※
19

※

19- l

※

19-2

19-3

19-4

19-5

6A」 H 9_O r7

51 4 5-51 518

511012-51 11_ 6
橿原市上飛弾町49
51-1 橿原市

(朱雀大路)

市営住宅建設

6A」 H 260, 5111 9-52 212 橿原市上飛弾町
.63-2～ 72-4 橿原市

(右京 7条 ユ坊)
宅地造成

6A」 C 02, 51 525 橿原市高殿町
字夕貝 114

中尾佐市 家屋新築

6A」 H 20, 51 1022～5211 6 橿原市飛弾町84・ 81 橿原市 農業用倉庫

6AJE 01, 51 826 橿原市醍醐町境
ケフケ95-3、 96-3 福田長太郎 家屋増築

6A」 F 0.2, 52 110-52 111
橿原市縄手町
戊亥垣内 168-ユ 浅田 昭雄 作業場新築

6AJG 02r7 52 113 橿原市高殿町
185-2 伊藤 源男 家屋増築

※
山  田  寺 5BYD 270, 51 427-511218 桜井市大字山田

堂ノ前、塔ノ段
国

塔・中門・回廊
の確認

※
大 官 大 寺 6BTK 17.02 51  4、 22-52  1 21

明日香村大字小山
塔ノ井 3、 4、 5
中ノ坪 12

山尾 和男
中谷 長治
谷口 悦子
西井  正

東回廊・寺域東
限の確認

※
稲淵川 西遺跡 5AIB 72, 51 12 7-52 315 明

国香村大字稲淵

字菖蒲池25、 26
明日香村観
光開発公社

駐車場建設

※
軽 池 北 遺 跡 6AMU 1102 51 513-51 623 窓希齢畠舘 99

五条野町さがなか
305

橿原市
市立畝傍東小学
校建設

※
奥山久米寺西方 5BOQ 07, 51 823～51 916 明日香村奥山

210-1 出口  潔 家屋新築

※
小墾田宮推定地 5AOH 04ク 51 917-51_10 4 明日香村豊浦18-J 島原 義治 家屋新築

※ 本概報に収録

飛鳥・藤原宮発掘調査地区一覧表
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藤原宮第17-2・ 3次 の調査
(藤 原 京 朱 雀 大 路 )

(昭和51年 4月～昭薙51年 5月 。昭剤51千1明―FR燕 51年 11月 )

この調査は,藤原宮の南約 200η に位置する日高山地区の橿原市市営住宅建

設に伴う事前調査として実施 したものである。今回の調査地の西に接する地域 ,

すなわち藤原京右京 7条 1坊の一画は,既 にその一部を藤原宮第17次調査とし

て発掘 しており,条坊に関連すると見られる塀・濤等を検出 している「 概報 6J

参照。 さらに今年度は ,藤原宮第19次調査として右京 7条 1坊の 3坪 と 4坪

を発掘 と,7条条間小路と多数の掘立柱建物等を検出してぃる(本概報収録 )。

今回の調査地の藤原京における位置は,第 1次調査で検出 した南面中間の南

150～ 200η にあたり,平城京の朱雀大路に相当する位置を占める。藤原京の

場合も,こ の位置には以前から京の中央南北道路遺構の存在が想定されており ,

また調査地の南半地区
=_□ =

藤原宮南面中門

は ,こ の中央南北道路

と,東西に走る 7条条

聞小路が交叉すること

が予想される位置にも

あたる。調査は日高山

北裾の南地区と,そ こ

から北へ50躍 離れた北

地区の 2カ 所で 4月 ～

5月 まで実施 し,そ の

後 10月 ～11月 に北調査

地区の東地区を調査した。

〔遺構 〕 調査の結

果 ,南地区と北地区で

南北大濤と東西濤を検

日下行山ユと窯
|

Ｎ
▲
二
凩

日
□

国琴

γL

|      |
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第 17-2・ 3次調査周辺図 (縮尺 4000分 の 1)



出 した。なお東地区では藤原宮期の遺構は検出されなかった。

南地区の南北大濤 SD1952は 幅 4陶 以上 ,深 さ04陶 を測り,長 さ24陶 を検出

した。南端は日高山の北裾で終 っている。西岸は調査地外にあるため不明であ

るが ,東岸は0.3η大の玉石を積み護岸 している。玉石積みは況状で 2段あり ,

検出 した濤の南端から北へ 6陶 にわたって残 っている。玉石積みは上端がそろ

っていないので ,も とは 3段以上積んでいたものと考えられる。濤の堆積土か

らは,7世紀末から8世紀初頭にあたる藤原宮期の遺構から出土するものと同

じ特徴をもつ土師器・須恵器および九・平瓦の破片が少量出上 した。この濤は

その後 ,短期間に埋没 しており,それ以降の遺物を含まない。

東西岳 SD1945は ,幅 14η ,深 さ0お駒を沢1り ,SD1952の 東岸から東へ 6陶

の位置に玉石組の施設が残 っている。この東西薦 SD1945は ,当初第17次調査

で検出 した東西濤 SD1845の東延長部と考えられたが,藤原京の条坊との関連

で考えると濤の東西の振れが大きくなりすぎ ,同 一の濤とするには F「IH題が残る。

|    .   |    1   
今後の検討が必要である。

t

|       |

ヒ十十ャー奪――__=Pm

第 17-2・ 3次調査遺構実測図

北地区の南北大濤 SD1951は 素掘

りの濤で西岸のみを検出 した。幅 4

陶以上 ,深 さ04陶 ,長 さ18翻 にわた

って調査 した。濤の堆積土からはS

D195効 らゝ出上 したものと同じ特徴

をもつ土師器 。須恵器・瓦類が出土

した。

東西濤 SD1955は 幅15陶 ,深 さ

0.45η を測り,長 さ13陶 を検出した。

この濤は SD1952の 西岸から西へ 7

物の位置に建築部材を転用加工 した

木堰を設けており,そ の木堰の東で

は木杭に小枝をからませたしがらみ

による護岸施設がみられる。

▲  Wa
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なお ,北地区の西10駒 に トツンチを設けた。この トツンチでは浅い素掘りの

濤 SD1960を 検出した。 SD1960は SD1952の 延長と考えるには振れが大きく

なりすぎ,異なる濤と考えられる。この西 トレンテー帯は後世の流路による削

平が著 しく,SD1952の延長にあたる濤は検出できなかった。

〔遣物 〕 整理箱にして 2箱程度の遺物が出上 した。大部分が土器で,他 に

少量の瓦と木片がある。土器は土師器と須恵器を主とし,調査区全体から出土

したが ,南北大濤 SD195卜 1952か らは比較的まとまったものが出上 したので

以下に図示する。 (2)の みが SD1952,他はすべて SD1951か らまとまって

出土 した。

上師器には杯A・ Cお よびHと 盤があり,須恵器はいずれも小片で,図示で

きるものは杯A(9)の みである。また,底部外面の中央よりやや片寄って ,

「 山下 」と書いた墨書土器が 1点ある。

〔まとめ〕 南地区の南北大濤 SD1952と 北地区の SD1951は ,位置や出土

遺物から同時期に平行 して流れていたと考えられる。この平行する 2本の南北

大濤にはさまれた空白地は,藤原京の中央南北道路 (以下平城京の朱雀大路に

あたるところから,藤原京の朱雀大路と仮称する )に 相当することから,こ の

第 17-2・ 3次調査出上土器実測図 1。 3～ 9i S D 1951,2i S D 1952
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2本の大濤は,朱雀大

路の両側濤とみなされ

る。この朱雀大路の路

面幅は約19陶 ,両側濤

の心々距離は東側濤の

東岸が現在の道路下に

およんでおり検出 しえ

ていないので明らかで

ないが ,東西とも同規

模のもので濤幅 5η と

想定すると約24η ほど

に復原できる。この結果からみると,藤原京の朱雀大路幅員は第18次調査で検

出した朱雀大路計画線と仮称 した大路や ,本薬師寺西南隅 ,す なわち8条大路

と西 3坊大路の幅員側濤心々距離16η よりも広 く,宮南の中央大路としての性

格の一端をうかがうことができる。

この側濤は ,日 高山の北裾に突きあたる位置で終 っている。これは日高山の

山腹まで側濤がのびていたものが後世削平されて失なわれて しまったのか,朱

雀大路の側濤を掘肖」した当初からこの位置で止まっていたのかは明らかでない。

しか し西狽J濤東岸の玉石積みが,検出 した濤の南端から北へ 6用 のみ遺存 して

いたのは ,日 高山の山裾にあたる位置にのみ ,と くに玉石による護岸を施 して

いたことを想定させる。

なお東西濤 SD1945に 遺存 していた石組施設は ,こ の濤が暗渠となっていた

ことを示すものとみられ,東側濤 SD1951と 西側濤 SD1952と を結んで排水す

るためのものであろう。 SD1955は 濤の堆積層から出土 した遺物からみると南

北大濤 SD1951よ りやや古い時期のものとみられる。この濤は現在想定できる

条坊とは無関係の位置にあるが ,南北大濤 SD1951に 直交することから,こ の

二つの濤がそれぞれ独立 した濤とは考えに くい。なんらかの地割に関係 した濤

であった可能性が強い。

南地区全景 (北から)
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藤 原 宮 第 19次 の調 査
(藤原京右京 7条 1坊 )

(昭和5二年11月 ～昭和52年 2月 )

この調査は,橿原市が上飛弾町に計画 した宅地造成に伴う事前調査である。

調査地は藤原宮南面中門から南西に300η ,朱雀大路および日高山の西方 ,第

17次調査区の南西に位置する水田で,藤原京右京 7条 1坊の推定地にあたる

(3頁の地形図参照 )。 なお ,調査面積は2o00″ である。

藤原京条坊の坪割については,最近の発掘調査の成果から,東西 南北とも
各 1条の小路によって 4つの坪に分けていることが明らかになっており,後述

するように今回の調査でも 7条条間小路にあたる道路を検出 した。 しか し,現

在のところ藤原京における坊内の坪についてはその呼称が明らかでないため※

ここでは仮に平城京の坪と同じ順序で呼ぶことにする。この呼称に従えば ,今

回の調査区は藤原京右京 7条 1坊 3坪と 4坪にあたる。なお方位は国土調査法

による第 6座標系の方眼北 (N6亀 8〃72W)を使用 した。

各遺構は同一遺構面で検出 したが ,遺構の切り合いや出土遺物から,藤原官

造営前 ,藤原宮期 ,中世以降の 3時期に大きく分けることができる。このうち

中世以降の遺構は,東西および南北方向の細濤以外に顕著なものはないので ,

ここでは省略 し,藤原宮造営前の遺構をA期 ,藤原宮期の遺構を B期 とし,両

期の遺構について述べる。

A・ B期の主な遺構は掘立柱建物13,道路 1,掘立柱塀 6,濤 3,土羨20で

ある。 (第 2表参照 )

〔A期 の遺構 〕 掘立柱建物 7,濤 1,掘立柱塀 1と 自然の流路 SD1861・

1870が ある。建物の振れをみると,北で東に振れるものと,北で西に振れる

ものがある。藤原宮第16次調査の結果によると,藤原宮造営前の建物は ,北で

東に振れるものが古 く,北で西に振れるものが新 しい傾向を示すことが指適で

きる「 概報 6」 参照。ここでは,前者を Al期 ,後者を A2期 とする。

AI期の遺構には掘立柱建物 2が ある。 SB1971は 南北棟の総柱の建物である
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が ,西側柱列と棟通りの柱筋は不揃いである。南と北の妻および北妻から3番

目の柱穴は ,径 10～15帰 の玉石を 5～ 6個用いて根固めを している。 SB1996

は 1間 × 1間の東西棟で ,直径10翻 の柱痕跡をもつ小規模な建物である。

耗期の遺構には掘立柱建物 5,掘立柱塀 1,濤 1が ある。 SB2026は 桁行 5

間 。11.6解 ,梁行 2間 。5物を測り,こ の時期では最大規模の建物である。こ

の建物は柱をたてるにあたって ,柱掘形の底をさらに一段掘り凹め,そ の部分

に45× 30勁前後 ,厚 さ15勁前後の平 らな石を据え ,石の上に柱をたてている。

SB2010は SB2026の南で検出した。南妻の柱穴は明らかでなぃ。 SB2009は

東西棟で東妻柱列のみ検出した。東南隅柱には柱根が残る。SB200Sは SB2009

と重複する建物であるが ,棟の方向,規模および SB2009と の先後関係は不明

である。 SB1995は Al期の SB1996と 重複するほぼ同規模の建物である。

東西濤 SD2033は 調査区中央付近で検出 した。幅 045～0.6物 ,深 さ02～ 045

η,長 さ45期 以上の素掘りの濤で断面形はU字形を呈する。濤には砂を含む灰

褐色粘質土が堆積 し,東の方で木片および曲物 ,7世紀後半の上師器片が出土

した。掘立柱塀 SA2036は 調査区の北西部で検出 した。付近には同期の遺構は

ない。

〔B期 の遺溝 〕 掘立柱建物 6,道路 1,濤 2,掘立柱塀 5,井戸 1,土羨

20が ある。遺構は道路 ,藤原京右京 7条 1坊 3坪 , 4坪のものにわけて記す。

道路 SF20 31は 北側濤 SD2032と 南狽Jtt SD203 0を 伴ない,路面幅約 6陶 ,

濤心々距離約 7駒 を測る。北側濤 SD2032は 幅1.2躍 ,深 さ02陶 の素掘りの濤で ,

調査区中央付近で浅 くなり東半は削平されてぃる。南側濤 SD2030は 幅 0。75～

145物 ,深 さ 025紹前後の素掘 りの濤である。濤には暗灰褐色粘土が堆積 し,

藤原宮期の墨善土器 ,木簡 ,軒平瓦 (6643C),木 製鋤などが出上 した。この

道路 SF2031は 側濤から藤原宮期の遺物が出土 したことと 7条条間小路の推定

位置と一致 していることから 7条条間小路と考えられる。なお,SF2031は 西

で南に約 雰娠れている。

3坪 の遺構  SF2031よ り南の 3坪では,坪の北半部を調査 した。遺構の重

複関係から島・めの 2期にわけることができる。
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B4期では SF2031の 南側濤 SD2030の 心から 3町 (10尺 )の位置に SF2031

と平行する東西の掘立柱塀 SA2029を 検出した。 SA2029は 未調査部を含めて

28間分・ 62.5陶 ある。柱間はばらつきがあるが ,2.2%前後のものが多い。 3坪

の遺構は全て SA2029の 南に配置されており,SA2029は その位置から,坪の

北を画する施設とみてよい。 SA2029の 東から10番 目の柱穴を起点として ,南

北の掘立柱塀 SA1997が南に延びる。 2間分 4.4陶 を検出した。 SA2029の南

96陶 には東西の掘立柱塀 SA2020が ある。14聞分 38“ を検出した。柱 FHRは 33

糊前後である。 SA2020の柱穴は西方で SB2025の 柱穴と重複 しており,SA

2020が古い。 B期の中では比較的早 く廃絶 したものと思われるっ

Bl期の建物は SA2020の南で検出 した。 SB 2000は 北側柱列が SA2020の 南

75η にある東西棟の建物で桁行 6間 14.4糊 ,梁行 3間 57れ を測る。柱間は桁

行が24η 等間 ,梁行が19η 等間である。柱掘形も一辺 1陶前後あり,今回の調

査範囲内では最大規模の建物である。柱は全て外側に向って抜き取 り,柱抜き

取 り穴の埋土は雲母を多量に含む灰褐色上である。 SB2000を 東西に三分する

中軸線は ,ほ かの条坊遺構から推定される 3坪の中軸線とはば一致する。 SB

2000の北側柱列の東と西には東西の掘立柱塀 SA1975と SA2005が とりつ く。

SA197 5は 4間分・98η を検出 した。 SA2005は 2間分 4.8陶 を検出 した。 S

A200引まさらに西に延

びる可能性もある。 S

A1975・ 2005と も SB

2000に とりつ く部分

の柱間を狭 くとってお

り,実際にその間を閉

じてしヽたんゝどうかは不

明である。

SB2000の 南東部に

は東西棟 SB1970が あ

る。南側柱列は柱痕跡 S B 2000(東 から)
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を残し,桁行柱間13陶等間 ,梁行柱間 165躍 である。 SB2000,SA1975,S
B19701こ 囲まれた部分に丼戸 SE1973がある。掘形の平面形は径2.2ηの円形を

呈 し,深 さ1.6η を測る。井戸枠は抜かれてぃたが ,井戸底で,井戸枠を据えた

と思われる96× 80勁 ,深 さ25勤 の橋円形に掘り凹めた部分を検出した。井戸か

らは藤原宮期の土師器と木片が少量出土 した。

3坪の東には SB1994が ある。南北棟で北の妻柱列を検出 した。梁行 2間 ,

1.5碗等間である。

B期の上羨のうち大部分は SB2000の 北方に掘られている。 SK2015ん らゝは

毎仏の億が出上 した。 SK1980は 小鍛治の炉壁と思われる熔融物が出土 したが ,

壁面は焼けてぃない。このほかに顕著な遺物を出上 した土羨はないが ,SK1980

のように焼土 ,灰を多 く含む上が堆積するものが多い。

B2期の遺構には SB2025,SX1972がある。 SB2025は 総柱の建物で,SA
2020が廃絶 した後に建てられている。柱間は桁行 17陶 等間 ,梁行1.5η 等間で

ある。 SX1972は SB1970と 重複する。東西 1間 ,柱間1おηを測るが、その性

格は不明である。

BA期からB2期 まで存続する遺構としては坪の北を画する塀 SA2029の ほかは

明らかでない。 SB2000の柱抜取穴の埋土は SA2020の抜取穴と同じものであ

り,SB2000イまSA2020

と同時に廃絶 した可能

性が強い。調査区から

は奈良時代に属する遺

物は出土 しておらず ,

B2期 も藤原宮期として

よいものと思われる。

4坪 の遺構,3坪に

比較 して遺構は少ない。

掘立柱建物 2,土羨 1

を検出 した。 3坪で坪
S B 2040北 西隅柱穴
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の北を画 していた SA2029の ような施設は 4坪の南には設けられていないが ,

坪の東では17次調査で検出 した南北塀 SA1855を 坪の東を区画する施設とみな

すことができる(3頁の図参照 )。

4坪の西で検出 した SB2035は 南北棟で,側柱列の柱間のうち両端を2.3ηに

とり,中の間は広 くとり2_6η としている。側入 りの建物であろう。 SB2040は

坪の東で検出 した東西棟で ,北に廂のつ く定物である。身舎の柱間が桁行2.3η

等間 ,梁行13糊 等間であるのに対 して,廂の出は24陶 を測る広廂の建物である。

西妻柱列のうち南西隅の柱穴以外はいずれも柱根が残る。北西隅の柱穴からは

根固め石に代用 した状態で軒丸瓦 6274p理式 1点が出土 した。

土羨 SK2035は SB2040の南東に検出 した瓦溜りで,丸・平瓦が出土 した。

〔遺物〕 木簡 ,瓦 ,土器 ,木製品 ,樽仏徳などがあるが出土量は少ない。

木簡は判読できるものはな く,墨痕の残るもの 2点が出土 した。

瓦は軒丸瓦・軒平瓦各 7点 と丸・平瓦がある。軒瓦を型式別にあげると,軒

丸瓦では6233A・ 62751各 1点 ,6274A4点 ,不明 1点 ,軒平瓦では 6643C・

6561各 1点 ,6647C2点 ,6643A3点 となる。このうち6561・ 6643C・ 6647

Cは調査地の東に隣接する日高山瓦窯の製品のなかには従来みられないもので

あり,今後の検討を要する。

土器は土師器と須恵器が出土 したが ,遺構から出土 したものは少ない。墨書

土器は 1点ある。 SD2030か ら出土 したもので,藤原官期の上師器杯 Aの底部

外面に「 米 」の墨書がある。

木製品には鋤と曲物がある。鋤は柄の一部を欠 くが ,現長69協 ,刃部最大幅

18翻・最大長26御 を測る長柄鋤である。曲物は容器の底板または蓋板で円形を

呈する。直径 16う勁を測り,3カ 所のとじ孔を残す。

毎仏徳は SK2015か ら出上 した。箔は雄型に粘土を押 し焼成 したもので,左

下半部を残 し,現存幅 9勁 ,高 さ6う勁を測る。大小の連華座と 2体の立像下半

身が残る。復原すると,中央に如来立像を配 し,左右に脇待菩薩立像をおく形

式となる。ただ如来立像の蓮華座が左右対象にならず,蓮弁に傾きがあること

から,こ れを中尊とせず四尊あるいは五尊形式になる可能性もある。この億か

-11 -―



S K 2015出上嬉仏施

ら製作 した嘩仏はどの寺で用い

られたか現在知られていない。

毎仏たの出土からすると付近に

工房址があった可能性もある。

〔まとめ〕 今回の調査によ

って ,藤原宮造営前の遺構を明

らかにするとともに,藤原京の

各坪の実態をつかむ手がかりを

得た。

A期 とした藤原宮造営前の遺

構の年代については,ん期の SD2033か ら7世紀後半の上師器が出土 しており

A42期は条坊施行直前の時期とすることができる。 A期 は SB1996が廃絶 した後

にほぼ同規模の A2期の建物 SB1995が建てられていることから古 くとも7世紀

後半をそれほど遡らない時期と思われる。 A2期の遺構のうち,SB2009と SB

2008が 重複 していることや建物の振れが SB2006の ように方眼北に近いもの

とそうでなぃものがあり,A2期はさらに細分される可能性がある。

藤原宮期の遺構では,右京 7条 1坊 3坪の場合 ,建物群の性格は明らかでな

いが ,建物は計画的に配置 されていたことが明らかになった。すなわち,坪の

北を東西塀 SA2029で小路と平行に画 し,坪を東西に三分する中軸線上に大規

模な東西棟建物 SB2000を建てる。小規模な建物や井戸は中軸線をはず して配

置 している。 3坪は坪の北半部を調査 したのみであるが ,坪の中を細分するよ

うな施設は検出 していない。坪全体を一つの宅地として使用 してぃたものか,あ

るいは複数の宅地として使用 していたものか明らかでないが ,前者であれば主

屋を坪の中心 ,SB2000の 南方に想定できよう。

坪と道路を画する施設は 3坪 ,4坪とも掘立柱塀である。 4坪では坪の東に

は西 1坊坊間小路との間を画する南北塀を設置するが,坪の南を画す施設はな

い。従 って坪と道路との間を画する施設は必ず しも坪の四周に設置されていた

ものでないことが指摘できる。

-12-



7条条間小路については ,東接する17次調査区で小路の南側濤位置に一致す

るとされてぃる東西濤 SD1845が検出されている (概報 6)。  SD1845を南

側濤とすると,藤原宮期の井戸や鋳造炉跡が小路上に作られていたことになる

点や SD1845を 西へ延長 した場合 ,4坪の東を画する南北塀 SA1855に よって

小路が閉塞されるという矛盾点が指摘されている。小路側濤 SD2030・ 2032を

東へ延長 した場合 ,SD1845は いずれの濤とも一致せず大きく北へずれる。従

って SD1845を 小路南側濤とするには問題が多い。

今回検出した 7条条間小路を東に延長すると延長線上に日高山および日高山

瓦宰が位置する。日高山と小路の関係は,①小路は日高山の山裾まで しか作ら

れなかった。②日高山の山腹を越えて朱雀大路まで直線的に作られた。③山腹

にあたる部分は北に迂回させて朱雀大路に続けたことが考えられる。今回の調

査区の東は墓地となっているので,それを明らかにすることは困難である。藤

原京の大路や小路が丘陵にあたる場合 ,そ れをどう処理 しているかが今後の間

題として残る。

なお,SF2031の 中心座標を坪の中軸線上で示すと下記のようになる。

1 6 7,23 8.2 夕η

17,618.4η

※藤原京の坊 。坪の名称を表わすものとして『続 日本紀』天武天皇 3年正月の

条に「林坊 J,平城宮朱雀門下層で検出 した下ツ道の狽ltt SD1900出 土の過所

木簡に「左京小治町 Jが ある (F平城宮木簡 2』 参照 )。

図面の座標

当調査部では,遺跡の実測にあたって,国土調査法による第 6座標系 (以下

国上方眼と略す )を基準 としている。本概報の図面に記入 してある座標もこれ

によってぃる。例えば藤原宮大極殿基壇の東南にあるベンナマークの座標は ,

X=-166,50884   Y=-17,404.92

である。ただ し図面ではX,Yお よび―を省略 してある。

二一一
　

〓

Ｘ

　

Ｙ

／
‐
ｔ
＼

-13-



第19次調査主要遺構一覧表

時  期 遺 構 規模(柱間・規模、η) 備 考

Al期
SB 南北棟 5× 2間 ・ 9,0× 60 総柱 sB 1970。 SA 1975よ り古い。

SB 1996。 東西棟 1× 1 ・ 30× 20 SA 2029よ りど子い。

A2期

SB 1995・ 東西棟 1× 1 ・ 29× 27

sB 2008・  ? ？

・

？

・

S B 2009。 東西棟 ?× 2 ・  ? ×4.8

sB 2010・ 南北棟 4× 2 ・  68× 4.0 SA 2005よ りど:い。

S B 2026。 東西棟 5× 2 ・ 11.6× 50 SA 20211よ り古い。

SA 2036・ 東西塀

SD 2033・ 東西溝

Bュ 期

S F 2031・ /1ヽ 路 7条条間小路。

S D 2030。 東西清 7条条間小路南側溝。

SD 2032・ 東西溝 7条条間小路北側溝。

SB 1970。 東西棟 3× 2 ・ 54× 33 S B 1971よ り新しし

SB 1994・ 南北棟 ?× 2 ・  ?× 3.o

SB 2000。 東西棟 6× 3 ・ 14.4× 57

SA 2029。 東西塀 62.5

SA 1975。 東西塀 S B 2000の 東にとりつく。SB 1971よ り新しい。

SA 2005。 東西塀 S B 2000の 西にとりつく。

SA 2020・ 東西塀 14    ・    38 o S B 2025よ り古い、S B 2026よ り新しい。

SA 南北塀

SE 1973・ 井 戸

sB 2035。 南北棟 3× 2 ・ 72× 38

SB 2040。 東西棟 3× 3 ・ 69× 6.0 北に廂 。

B2 期 SB 2025。 東西棟 3× 3 ・ 5,1× 45 総柱 SA 2020よ り新しい。

一 二4-
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藤原宮第19-1次 の調査

(昭和51年 5月 )

この調査は ,家屋新築に伴う事前調査として実施 したものである。調査地は ,

藤原官の東外濠 SD170の想定位置にあたる。幅15陀 ,長 さ 9物 の東西 トレンチ

を設定 して調査を行 った(表紙裏の地形図か照 )o

調査の結果 ,南北大濤 1を検出 した。発掘区の上層は,上から耕土・床上が

あり,濤 の両外側の部分は直接灰褐色なぃ し黄褐色の砂質の地山に至っている。

濤は断面逆台形を呈 し,濤堆積上の上面で幅53翻 ,深 さ07陶 を測る。濤の堆積

土は数層に分かれ ,最下層の暗灰色粘土層から手斧の削り暦を含む多量の木片

とともに木簡19点が出土 した。釈読可能のものは,習書と思われる次の一点の

みである。

表  
「  □春

□
春部己酉部丸部   国

人
□ □ □□□□□    □□  」

「 □       □□
裏
  □
□□□
人
人  阿□□      」

出土遺物には,こ の他に少量の瓦,土師器 ,須恵器の破片がある。

この調査によって検出された南北濤は,宮東外濠 SD170に 相当する。既に調

査されてぃる官東北隅における東外濠の心と,今回検出の濤心とを結ぶ線は ,

国上方眼の北に対 して西へ4J30〃 の振れを持っている。宮南門の中心と北門の

中心を結ぶ宮中軸線は,N26′ 30〃 Wで あり,宮東外濠は宮中軸線に対 して北で

西に2J振れることになる。今回の調査によって ,宮東外濠は宮東北隅から約

643η 南の地点までほぼ確定できたことになる。なお,国上方眼による今回検

出した地点での官外濠心の位置は次の値をとる。

X=― -166,104.0陶

Y=― - 16,942.0物
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藤原宮第19-2次 の調査

(昭和51年10月 ～昭和51年 11月 )

この調査は橿原市の農業用倉庫建設に伴う事前調査である。調査地は藤原宮

の推定南面西門の北西にあたり,内濠の存在が予想される位置に東西15物 ,南

北13物 の トレンテを設定 した(3頁の図参照 )。

検出した主な遺構には藤原官期の宮南面内濠 SD502と ,そ の北で検出 した柱

穴 SX1961が ある。それ以降の遺構として内濠 SD502の 南岸で検出 した 2つの

Jヽ土坊廣SK1962, 1963ん あゞる。

〔遺構〕 内濠 SD502は 幅2.1～ 26陶 ,深 さ 1糊の断面逆台形を呈する素掘り

の濤である。堆積層は 3層からなり,上層からは軒瓦を含む多量の瓦類が,ま

た,中・下層からは木器・木簡を含む木暦が多量に出上 した。柱穴 SX1961は

1■陶 X07糊 の長方形を呈 し,西に抜取穴がある。ただ し,こ れに対応する柱穴

は調査区内では検出できなかった。上羨 SK1962,1963は いずれも内濠 SD

¬
,7710

|

17700

502よ り新 しく,径OB物
167000 

の不整円形を呈する。埋

上には藤原官期の瓦を含

む。このうちSK1963は

深さ 1紀 に達 し,底部か

ら完形軒平瓦 1点が出土

した。

167010  
〔遺物 〕 今回の調査

で出土 した遺物は,藤原

宮期の土器・瓦・木簡等

で ,こ の外に少量の弥生

式上器がある。藤原宮期

の上器には須恵器・土師

S K19 62

第 19-2次調査遺構実測図
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器があり,内濠 SD502等から少量出

上 した。須恵器は杯・蓋・甕・壷等

があり,土師器には杯・坑 。密等が

ある。瓦類は主に内濠 SD502の 上層

から出土 し,整理箱に して3(廂程あ

る。丸瓦と平瓦が大半を占めるが ,

ほかに軒丸瓦 3点 ,軒平瓦2a点 ,面

戸瓦 5点 と,焚斗瓦 ,隅平瓦等が少

量ある。なお,こ のうち軒平瓦6646

Gは新出の型式である。また,丸瓦凹面に線刻 した文字瓦が 1点あり,「 寺 」

「来 」「文 」等が判読できる。

木簡はSD502の 中層を中心に約55点が出土した。大半は削り暦であるが ,原

形をとどめ釈読できるものは次のとおりである。

1.(表 ) 「 且鮭者速欲等云|「]□   」

(裏 ) 「以上博士御前白  官守官 」

2.

3.

5

6.

7.

(表 ) 「□進乎  J     (裏 ) 「 月廿口□ 」

「 時永和 」        4。 「 新大ア十日」

「□□□□自女井 舟木若子女
札島
□椀
J

「□主高階□ 」(肖↓り暦 )

首騰岡
鶉酪

一―

　

　

〆

表
　
一異

8 「 コロロ相女□□□  匠コ

内濠 SD502は 藤原宮第 1次調査で検出 しており,南面中関心より 280陶 西で

の今回の調査結果と合わせると,宮南面内濠は第 6座標系の方眼西に対 し南ヘ

44/12〃 振れていることが明らかになった。これに対 し,宮中軸線は真北に対

し西へ 26′ 30〃 振れることが判明しており,官南辺は正 しく直交 しないと考え

られる。

調査地全景 (西から)
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山 田寺 第 1次 の 調査

(昭和51年 4月 ～昭和51年12月 )

奈良県桜井市山田に所在する山田寺は,塔・金堂・講堂跡の上壇や礎石をよ

く残 し,昭和27年に特別史跡に指定された。昭和 50年3月 ,史跡指定地の国有

化が進み ,昭和51年度から,史跡整備のため伽藍中心部に数力年にわたる発掘

調査を実施することとなった。初年度は,残存する塔の上壇を中心に,中門・

東西回廊推定地を含む約 2700″ を発掘調査 した。その結果 ,塔の基壇規模 ,

基壇の築成状況 ,塔に至る参道 ,中門 ,西回廊などが明らかになった。塔の中

軸線は,国上方眼北に対 し北で約 1.5°西に傾いている。

なお ,山田寺伽藍配置復原図で ,金堂と講堂の間に北面回廊を通 したのは ,

金堂と講堂の間隔が塔と金堂の間隔に比べて大きいこと,飛鳥寺や法隆寺のよ

うに講堂が北面回廊の後方に建つ例があることなどの理由に基づ くが , 1つ の

試案であり,今後の調査によって明らかにしてぃきたい。

I 遺構の概要

〔塔〕 塔 SB005の基壇は一辺約

129陶 (43尺 )を測る方形土壇で ,

四辺の中央部に階段の跡である張 り

出し部を有する。礎石は心礎と四天

柱のうち西北隅のものだけが原位置

に残る。礎石の据え付け跡は,四天

柱のうち東南 。東北の 2カ 所 ,東側

柱列のうち北第 1。 第 2・ 第 3と 北

側柱列のうち西第 2にあたる位置,計

6カ 所で確認 した。これらの据え付

け跡から塔の平面規模が,3間 ×3

間で ,柱間は中央間 8尺 ,脇間 7尺

〔  r`F I

山田寺伽藍配置復原図
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であることが判明した。

西北隅の四天柱礎石は,長径

162陶 ,短径 1.2η ,厚 さ058物

の安山岩製で,上面に径 1物 の

円柱座を作り出 している。東南

隅四天柱の据え付け痕跡には ,

花嵩岩礎石の底部破片が残って

おり,四天柱礎石は安山岩と花

嵩岩を併用 していることがわか

る。発掘以前から心礎位置に露

出 していた礎石は ,従来心礎か 塔心礎と礎石すえつけ穴 (南から)

と疑われてきたが ,基壇地下から心礎を検出したので動かされたものであるこ

とが判明した。この礎石は,長径 1.8狗,短径 145陶 ,厚 さ06物 の花詢岩製で ,

上面に径約 1物 の円柱座を作り出している。おそらく明治年間,心礎周辺の既

掘坑を埋めた際に四天柱礎石を転が したものと考えられる。

心礎は基増上面から 1躍地下にあり,花嵩岩製で,大 きさは南北径 172陶 ,

東西復原径約lS陶 ,厚 さ0.84η を測る。心礎上面は平滑に加工 し,中央部に舎

利孔がある。この舎利孔は2段に穿たれており,上段の直径は30俯 ,深 さ 3勁 ,

下段の直径は23御 ,深 さ15勁 を測り,底部は

椀状を呈する。内面には赤色顔料が附着 して

いた。上段は蓋を受けるためのものとみられる。

心礎下面には径約 1陶 の円柱座を,撃痕を

残す荒い仕上げで作 り出 している。この底部

の円柱座の解釈としては ,四天柱礎石として

用意 した礎石を,途中で予定変更 したものと

すれば,四天柱礎石推定の厚さ06～ 075η に

比べて厚すぎる点にやや難点があり,他 の場

所で使用された礎石を山田寺へ搬入 し,心礎 塔心礎
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として再利用 したとすれば ,円柱座に仕上げ加工が行われていない点に疑間が

残る。

基壇高は旧地表の瓦敷き面から四天柱礎石上面まで約1.8η の高さとなる。基

壇の外装は,花嵩岩の地覆石の一部と抜き取 り穴がよく残っていたが ,羽 目石

・葛石は残 っていない。ただし,基壇周辺からは凝灰岩の切石が多数検出され ,

それらの中には,縁に小さな段をつけて仕上げた石があり,羽 目石・葛石は漿

灰岩であったと見られる。

地覆石の大部分は抜き取られ ,花嵩岩の底部の風化象1落 した部分が上に附着

してその痕跡を留めるのみであったが ,塔基壇東側では,長 さ06η ,幅05η ,

高さ 044物 のほぼ全形をうかがえる地覆石が 1個残存 していた。上面には,羽

目石を立てる幅 8勁の四みを作り出 している。抜き取られた地覆石を復原する

と,幅 0.5η ,長 さ06～ 0.8物 ,高 さ0.4～05η のものが最も多い。概 して,基壇の

隅と階段部分に大型の石を使っている。

階段は幅 3陶 ,出が15η に復原できる。基壇の周囲には幅14物 の犬走りがめ

ぐっている。犬走りは縁石に雲母を含む砂岩系の黒い石を並べ ,縁石と基項の

間にも同質で縁石よりも小さな石を敷いている。縁石は塔の東半分が最もよく

残 っており,幅 0.3～ o.4陀 ,長 さ0.3～OB糊 の大 きさである。犬走りの縁石は,階

段の張り出 しの出と同一線上に捕っているので,犬走 りは基壇化粧当初の仕事

と考えられる。なお犬走りは階段前面にも設けられてぃるので,犬走りも階段

前面では張り出している。その大きさは,幅48～ 5解 ,出 0お～ 1陶 と,四方や

や不揃いである。階段前面の犬走り張り出し部分の石は,10M程 度の小さな縁

石と同質の石を使用 し,西狽1で は韓 ,南側では花満岩に一部変えている。また ,

この階段部分をめぐる犬走 りは,塔基壇の東西・南北中軸線に対 して正 しく左

右対称にならず ,塔基壇および階段の出にそろえて基壇を方形にめぐる当初の

犬走りに対 してやや時期的に遅れ ,後 に付加されたものと考えられる。

次に基壇の築成状況について述べる。まず整地上および地山を,基壇平面よ

りやや大きく南北 15陶 ,東西16η の方形に ,約 lη掬 り込み地業を行なう。東

側は 2段の掘り下げを行なう。東根I東端で約05陶 掘 り下げ,さ らに 2陶西へ行
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った所で ,約 lη掘 り下げてい

る。 しか し,北・西・南側では

1段 にな っている。つぎに約 0。2

×02陶程の角礫を底に置 く。そ

の後約16糊 の厚 さに黄褐色粘質

土と灰色砂質上の山上を交互に

つきかためて版築する。この場

合 ,整地上より上の版築は ,掘

り込み地業より外側に出る部分

がある。

次いで心礎を入れる穴を掘り,心礎をすべり込ませる。南北断面では ,すべ

り込み穴の南北両璧が急傾斜 しているので,すべり込ませた方向は東 。西いず

れかの方向であろう。その後 ,心礎周辺を黄裾色粘質土と灰色砂質土の山上で

つきかためる。そ してさらに上約 1陶 ほど版築をおこなう。この上層の版築で

は ,下層の版築にみられる黄褐色粘質土と灰色砂質上のほか,灰色粘土と花嵩

岩の粉末が入っている。この版築をおこなう過程で ,心砕上面の周辺に根巻き

と思われる黄土色の粘土を置いている。この粘土は,心礎上面の厩掘坑によっ

て大部分が破壊されているので,全体の形状をうかがうことはできない し,法

輪寺塔で検出された添木の痕跡も認めることができなかった。 しか し,残存 し

ている部分では,版築上の各層とかみ合っており,北側ではH層 ,南側では 5

層の粘土ブロックを認めることができた。この粘土ブロックが根巻き粘土であ

るとすれば ,心柱を立てる時点は ,上半部分の版築を行なう以前となる。

なお,階段の張り出しは,基壊上を削り出して作っているが ,最初の版築土

を一度部分的に肖‖り取 り,新 たに黄褐色粘土を置いて突き固めている。この中

には,凝灰岩の粉末が提っており,こ の階段部分黄褐色粘上の突き固めの時点

には ,すでに塔の羽目石や蔦石および階段施設を作るために晩灰岩を持ち込ん

でいることがわかる。

〔参道・ 瓦敷き〕 塔の南狽↓で,塔 と中間を結ぶ参道 SX004を 検出 した。こ

調査地全景 (北東から)

一 路 ―



のな道は瓦敷きからなるもので幅 1.5駒(5尺 )を測る。瓦敷きの両端には人頭

大の花脇岩を並べて仕切 っている。

塔周辺では,瓦敷きを検出 した。瓦敷きの中には,平瓦が最も多 く,他に丸

瓦 。鴎尾 。単弁 8弁蓮華文軒丸瓦 。重弧文軒平瓦・極先瓦・英斗瓦などの瓦類

の他に,須恵器の大型の甕の破片など種々の材料を用いており,ま たそれらの

間に混 って土師器杯 ,甕 ,須恵器杯 ,蓋 ,瓶 など天平年間から奈良末の上器類

を検出 した。瓦敷きの範囲は,塔周辺を中心とし,発線区東北隅にも広がって

いるが ,ま た全 く瓦敷きの存在 しない場所もある。この瓦敷きの存在 しない範

囲について ,あ るいは建物跡かと疑われたが ,そのような痕跡は認めることが

できなかった。瓦敷きはおそらく地解舗装に関連 したものであろう。

瓦敷きの平瓦は ,凸面を磨り消 したもの,格子叩き目を有するもの,縄叩き

目を有するものなどがあり,凹面に「大 」のヘラ描き文字を持 ったものがある。

縄叩き目を有する瓦は比較的少ないが ,南北35× 東西 9陶 の範囲で縄叩き目の

瓦を置き,南北両偵1に格子叩きの瓦を置いた箇所がある。なお,塔の東側では ,

瓦敷きの中に直径30Mの 円筒土管を 1個埋め込んでいた。

〔中門〕 中門 SB003の推定位置では中門基壇の一部と掘立柱の柱穴 SX013

を ,桁行 4聞 ,梁行 1間分検出した。柱穴は ,桁行が11～14尺 の間で不揃いで

あること,柱穴の大きさに比べて柱 FHRが広いこと,伽藍中軸線上に中央の柱穴

があることなどから,中門建設のための足場穴ではないかと考えられる。

現在 ,基壇上の大部分と礎石はすべて失なわれているが ,過去において ,中

門推定地の東で 3個 ,西で 2個の礎石が掘り出されたとぃう。前述の柱穴を中

門の足場穴 として復原すれば,中間は桁行 3間 ,梁行 2間に復原でき,柱間は

桁行13尺 ,梁行約1コ尺前後となる。

以上のように,出 土 した柱穴を足場穴と解釈 したが ,こ う考えることに全 く

疑間がないわけではない。まず ,礎石および据え付け痕跡がすべて失なわれて

足場穴だけが残るだろうかという疑間があり,つ ぎに,塔から中 F弓へ向かう参

道の南端と,中門の足場穴検出BIと は lη 程の高底差をもっており,中門地区

が塔周辺とかってほぼ同じンベルであったとすれば ,足場穴は1.6η にも達する
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深さとなる。このような足場穴はまず考えられないので ,中 門地区は当初から

一段低い位置にあったと考えられよう。

この場合は,途中に階段施設を設定 しなければならないが ,該当する部分は ,

東西方向の近世～現代におよぶ 3時期の濤によって破壊されており,確かめる

手段がない。 しか し礎石の推定位置から中門北側の軒先を14尺程度と考えると ,

中門の軒先と参道の南端とは1う～ 2物 の余地があり,階段施設を設けるに充分

な広さを有 している。また,最 も西側で検出した 1個の掘立柱の柱穴を ,中門

西側の軒先に関連する足場穴とすれば ,西側の軒の出は 1〔尺 前後となる。こう

した点や南面回廊とのつながりを含めて ,な お検討を要する点が多々あるが ,

今回の調査の範囲では中門建設のための足場穴とするのが最も妥当であろう。

〔推定回廊跡 〕 塔跡の西側を走る道路の西は,塔周辺に比べて一段低 くな

っており,後世の水田造成と耕作による削平が著 しい。この推定西面回廊地区

では,塔の中心から約 375町 と 41,7η の位置でニカ所ずつ礎石落 し込み穴を検

出 した。これが西回廊 SC070に 関係するものとすれば,梁行約42η ,桁行約箭

ηの単廊が復原できる。

この西回廊の位置を伽藍中軸線によって

東に折りかえすと,東回廊 SC060の 位置は

現在の里道の東にあたる。これに隣接する

調査地区東端では瓦敷き上のバラス面から

多数の完形丸・平瓦が折 り重なるような状

態で出上 しており,東面の回廊をこの位置

に推定 して,ほ ぼ誤 りないものと思われる。

なお,中門から西側の南面回廊へ移行 ケ

る部分に ,近世の水路が検出されたが,そ

の中から 1個の花嵩岩製礎石が出上 した。

この礎石は ,径 063η の方座の上に径 049

陶の円柱座を造り出すもので,円柱座の両

側には,地覆座がある。これを中間の礎石

0            1M

水路出上の礎石実測図
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とすれば ,東西側柱中央の位置に比定できるが ,た だこの場合は 3方に地覆座

を持つのが普通である。こうした点を考慮に入れ ,こ こでは南面回廊の南側柱

の礎石と考えた方がよさそうである。

〔土羨・井戸 。その他〕 塔の南西方向で検出された土羨 SK006は ,南北

9糊 ,東西16η ,深さ1.lη を測る。土羨内からは,完形の軒丸瓦 2点を含む多

量の瓦 ,輪の羽日,鉄滓 ,手斧の削り暦 ,刀子の柄 ,7世紀後半の上師器・須

恵器などが出土 した。この土羨は出土遺物の内容および年代から,伽藍造営時

の廃棄物等を一括 して捨てた穴と考えられる。

SK401,SK402は ,径約 2紹 の不整形の上羨で ,深 さ1.2物 ,上羨内から遺物

は出上 していない。同じ性格の上羨は ,塔基壇たち割 りの際にも,整地土の下

から検出 した。これらは山田寺造営前のものであるが,性格は明らかにし難い。

中世の瓦溜 りSK201は ,東西約 6物 で ,南北長約 8陶分を検出したが ,北は

調査区外に広がる。土羨内からは多量の瓦とともに,瓦器片が出土 している。

SE230は 平面不整円形を呈する石組井戸であるが ,東側は道路下にまで延び

ている。南北径14η ,底面の内径 1陶 ,深 さ約 2糊 に達する。花開岩の乱石積

である。井戸内からは ,曲物の底板・陽物形木製品・瓦器椀・小皿・土師器小

皿 。青白磁合子片・瓦が出上 した。裏込めの上には13世紀の瓦器を含む。

SE23 1。 SE234は 周囲及び底を石組とする井戸である。 SE232は 平面が円形

で ,掘 り方は深さ17η に達 しているが,内側から,井戸枠などの施設は検出さ

れなかった。

SE233は 石組井戸で井戸底に曲物を 2重に入れ込む形式である。曲物の底に

は板石を敷 く。外側の曲物は,高 さが10勁で ,外径47勁 と,外径45出 の二つの

曲物を合わせ ,38カ 所に木釘を打ち接合 している。内側の曲物は,外径34勁 ,

高さ23翻 である。 SE233と SE234に は,井戸埋上に竹をさし込み,SE231の 底

からは瓦器が出土 している。 SD236は幅 3～ 5η の水路の跡であり,蛇行 しな

がら西流 している。この水路は中門建設以後で井戸 SE231を 作る以前に流れは

じめたものである。
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〔土層および塔廃絶の時期〕 塔の東側では,地山の上に直接瓦敷きが載っ

ているが ,塔の西側では03町 前後の整地 (褐色粘質土 )を行ない ,そ の上に瓦

敷きが載る。この瓦敷きの年代は,出土 した土器から天平年間～奈良末と判断

される。

瓦敷きの上には,バ ラス。瓦を含む暗灰色粘土のバラス層がある。このバラ

ス層からは,lC世紀の上師器が出上 している。発掘区東側では,こ のバラス層

の上から垂木や茅負などの建築部材が出上 した。この部材は,焼けた痕跡を全

くとどめておらず ,ま た,いずれも東回廊に近い位置から出土 しているので ,

東回廊に関連するものと思われる。おそらく,東回廊は ,10世紀頃に倒壊 した

のであろう。

その後 ,塔の東側では,暗青灰色粘土・青灰色粘土・灰褐色粗砂が堆積 した。

この上に,瓦・バラス・焼土を含む灰褐色粘質上が堆積 している。この焼土層

からは瓦器片が出上 しているが,量的に少な く,正確な年代を決めることはで

きない。 しかし,焼上が検出されることと瓦および樺仏に焼けた痕跡がみられ

ることから,塔は焼失 したとみられ ,そ の年代は瓦器の年代から12～ 13世紀頃

と考えられる。F扶桑略記』にみられる,治安 3(1023)年 に,藤原道長が山田寺

に立ち寄 った際 ,「 覧一堂塔_堂中以一奇偉_荘厳 」の記述と対比 して考える

と,こ の時点では東回廊は倒壊 していたが ,金堂及び塔は,ま だ残存 していた

とみることができよう。

I 遺物の概要

瓦縛類・金属製品・木製品 。土器類などがある。軒丸瓦は総数 2ュ 83点 で ,

1点の重圏文軒丸瓦を除き,他はすべていわゆる「 山田寺式 」の単弁 8弁連幸

文軒丸瓦である。この「 山田寺式 」軒丸瓦は,6種に分けられ,蓮子が 1+6

のもの (A・ BoC),蓮 子が 1+5の もの (DoE),蓮 子が 1+4の もの

(F)に 分けることができる。 Aは ,瓦当面径が最大で,弁 も長 くて幅が広い。
Bは ,中房が小さく,内 区と外区の間に 1童の圏線がめぐる。 Cは ,A・ Bに

比べると,中房が大きく,弁の長さに くらべると幅が広い。瓦当は厚 く,重厚

な作りである。 Eは ,Dに くらべると小形で,中房が小さい。 D・ Eぃずれも

―-29-
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内区と外区の間に 1重の圏線がめぐる。 Fは ,最 も小形の瓦で,小 さな連子を

配 している。内区と外区の間は広 く,そ の間に 1重の圏線がめぐる。A～ Fぃ

ずれも外区に l」 4重の圏線をめぐらしている。出土点数は,A:341点 (207
%),B:476点 (28.8%),C:89点 (54%),D:703点 (43%),E:
2点 (0■ %),F:32点 (2%)で ,Dが最も多い。

多 くのものは瓦当と丸瓦部が景」離 しているが ,Bに は丸瓦部が接合する例があ

あり,玉縁を有 している。冗当面と丸瓦部の接合状況は ,斜めに切り落 した丸

瓦部端面に格子目の刻みを入れて接合するが,Cの中には瓦当裏面にも刻みを

入れるものがある。重圏文軒丸瓦は,6012型式で瓦当裏面に布目がある。

軒平瓦は大部分が重弧文で,四重弧文軒平瓦が 9割以上を占め ,二重弧文が

わずかに認められる。重弧文以外には ,奈良末の均整唐草文 (中心飾 り逆転 )

が出土 している。これら「 山田寺式 」軒丸瓦と重弧文軒平瓦は,胎土に砂粒を

多 く含み ,焼成は堅緻で,色調は暗灰色を呈するものが多い。

鴎尾は頭部片など,2個体分以上出土 している。全体の形は不明であるが ,

腹部片には単弁蓮華文様を重ねている。鬼瓦には単弁蓮華文 2種 ,奈良時代の

鬼面文 2種がある。蓮華文はA・ B2種 に分類できる。 Aは 大形で弁はシャー

プである(写真参照 )。 Bは Aよ りやや小形で (表紙カット参照 ),弁の盛り

あがりもAに 比べて薄い。 Bは ,ヘ

ラ削りによって弁の反転を強調 して

ぃる。また,Bの蓮子は,十文字の

割 り付けを行なった後 ,竹管をさし

込み,穴をあけ ,そ の中に粘土棒を

入れてぃる。 A・ Bいずれも両側下

端にくり込みがあり,降 り棟に使用

したと考えられる。鬼面文は,南都

七大寺系統の鼻が高 く,ど んぐり日

で ,眉の線鋸歯文と周辺の連珠文を

もつ鬼瓦 Aが 1個体と,眉 は平坦で 蓮華文鬼瓦A(縮尺 4分の 1)
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鋸歯文はな く,髪が上から下へ流れる鬼瓦 Bが

2個体が出上 している。後者は奈良末頃のもの

であろう。

極先瓦は ,釘孔の周囲に 6個 の連子が 1重に

めぐるAと ,5個の運子がめぐるB～ Dと があ

る。 Aは最も大形で ,弁 ,子葉 ,間弁ともに肉

太である。 Bは 弁のそり返 りが大きく,子葉も

太目で ,弁中央にシャープな稜が走る。 Cは A

・ Dに 比べて中房が大きく,弁が短かい。また

蓮子が突出 している。 Cは子葉中央に稜線の入

らないものCaと 稜線の走るものCbと がある。Cb

は彫り直 しであろう。 Dは ,Bに類似 している

が,Bよ り弁の反転が少なく,子葉も小さい。

出土点数はCbが最も多い。Aお よび Bの中には ,

中房から間弁へ移行する部分に, 2弁間隔をお

いて 4カ 所 ,焼成前の到りを行なうものがある。

Aに は側面に割り型によって製作されたと考え

られる甲張りを残す例がある。

韓仏は 6種

類出上 してい

る。独尊像博

仏は一辺約 3

物の方形で ,

最も小形であ
ゝ ″     D

る。 見事 な後   種先瓦 (縮尺5分の 1)

房を有 している。四尊連座博仏は,仏像の光

背・頭部の輸廓によって , 3種類に区別でき

る。十二尊連座輝仏は,最 も数が多 く,一体

―-32-
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の如来座像を横に 4列 3段 に配 している。釘孔は,中央の二尊の四隅に穿たれ

ているものが多く,焼成前に穿孔 している。釘は方形である。この十二尊連座

樽仏の大きさは,縦約20勁 ,横約15勁 になる。これは,「護国寺本諸寺縁起集』

にある,「 五重塔付銅板小仏,高五六寸,広四寸,右居不思議也 Jの 記述の寸

法とほぼ一致する。塔及び塔に隣接する地区に構仏が出上 している状況と,構

仏に金箔が押されあたかも銅製の如き感をいだかせるので,塔の壁に増仏がは



められた可能性がある。 しか し,韓仏の出土

は,量的に多 くなく,な お検討を要する。こ

の他に,大形の独尊坐像博仏の脚部の断片が

3片出土 している。

瓦類は ,こ の他 ,面戸瓦・英斗瓦・方形の

玉縁をもつ角瓦とでも呼ぶべきもの,用途不

明の瓦 ,文字瓦が出土 している。文字瓦は平

瓦凹面に,大のヘラ描きを有するものが多い。

金属製品では風招・金銅製飾金具・鉄製茅負隅留金具 。鉄釘などが出土 して

いる。風招は,金銅製のうすい板で ,奈良時代一般にみる両側の先端部が上に

はねあがる型式とは異なり,両側先端が下にたれている。これは長谷寺の「 銅

板法華説相図 」の多宝塔初重にみられる風招に最も類似 し,実物では摂津伊丹

廃寺例にやや似る。天武朝頃の遺物として ,奈良時代の風招に先行する型式と

考えられる。

木製品は ,塔東のバラス層に載る青灰色粘質土から出土 した建築部材 ,井戸

から出土 した曲物底板と陽物形木製品 ,SK006か ら出上 した手斧の削り居と工

具の柄がある。建築部材には垂木 ,瓦座をもつ茅負がある。垂木は断面円形で ,

直径11御 を測る。ただ し両端に釘孔があり,垂木を転用材にした可能性がある。

茅負は約 9勁の間隔を置いて ,幅27勁 の瓦繰 りがある。これらの建築部材に

は,焼けた痕跡は認められない。

上器は,SK006・ 瓦敷き面 。バラス層・焼土層・井戸から出上 したものにつ

いて述べる。 SK006か らは土師器杯AI・ BoC・ 鍋 B・ 須恵器杯AⅣ・B・ 瓶・

風招 (黒ぬりは鍍金の残存部分)

瓦座を有する茅負 (縮尺11分の 1)
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甕などが出上 した。この上羨出上の上器には 6世紀初頭の須恵器杯 。蓋を 2例

含むが ,他は 7世紀の上器で,藤原官の段階よりやや古式の様相を呈 しており,

670～ 690年の間に位置づけられる。瓦敷き面からは土師器杯 A・ 甕A・ 須恵

器杯 。蓋A・ 瓶・甕などが出上 した。蓋Aは ,SK006と 同一時期であるが ,他

は平城宮のSK820出土土器やSK870に 類似した特徴をもち,750～ 780年頃に

位置づけられる。バラス層は,塔西側では攪乱状態であったが ,塔東側では土

師器杯 Cが出上 した。10世紀代に位置づけられる。焼土層からは,瓦器・土師

器が出土 したが ,いずれも破片で,正確な年代を決めることはできない。井戸

出上の上器は,瓦器婉・土師器杯である。瓦器は 2例をのぞけば ,白石太一郎

氏編年の第Ⅲ段階初頭の第 7型式 ,ほ ぼlC世紀前半に相当する。

今回の調査によって ,塔 の規模 。中門および回廊の位置を明らかに し,ほぼ

当初の目的を達成することができた。また塔を含む伽藍造営の際の廃棄物を捨

てた土羨から,造営の年代の一端を明らかに し,塔焼失の年代についても,大

体の輪廓をつかむことができた。なお心礎については,模型を複製 し,南面回

廊に関連があると推定 した礎石とともに,飛鳥資料館に展示 してある。

~7

12 瓦敷き  345,
6. s E 231  78
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大官大寺第 3次 の調査

(昭和51年 4月 ～昭和52年 1月 )

第 3次調査は,南・東面回廊 ,寺域東限 ,中 ツ道の検出,及 びそれらの相互

の関連の追求などを目的として実施 した。検出遺構には,回廊 ,掘立柱建物 ,

塀 ,濤 ,土羨などがある。

回廊は南面東回廊 SC053を 7間分 ,東面回廊 SC051を 4聞分検出 した。回廊

東南隅は中門取 り付き部から15間 目にあたる。礎石はすべて原位置を撮ってお

り,梁行 4.2解 (1判氏 ),桁行各間 3.9η (1割く )である。脇門にあたる施設

は検出されなかった。

基壇造成に際 しては,掘込地業は行わず ,旧地形の低い西よりでは盛土 し,

旧地形の高い東よりの部分は地山を削り出 し,そ の上に数層積上 している。基

壇上には,軒瓦を含む瓦が落下 した状態のまま検出された。そこでは後述する

ように,軒平瓦に対 して軒丸瓦の個体数が著 しく少いことが注意された。瓦を

取り除 くと,火災で堅 くしまった基壇面に,垂木や野地板とみられる焼損材が

遺存 していた。基壇縁の礎石からの出は一定せず ,ま た基壇外装や雨落濤が全

くみられず,基壇造成が未完で火災にあった状況を示している。

礎石の据えつけに際 しては ,ま ず ,所定の位置に据えつけのための掘形を穿

ち,礎石を据え ,そ のあとに基壇上を積上 している。礎石は花簡岩で,大きさ

は 13× 10η ほどである。表面は非常にもろくなっていて,現状では柱座な

どの造り出しは認められない。礎石の配列は ,石の長軸をおおむね棟方向にそ
〇
め

島
〇
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回廊上層図 (168、 426ラ イン)
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陶ほどであるが ,本来は幅 1     くば

糊ほどの濤とみられる。濤内  ‐r fti、
―

には手斧の肖Jり 暦など多量の I I .●

木片や瓦・土器を含む。南北
.  ・

｀

濤 SD259,SD255は いずれも

幅 06制 ,深 さ0.1物 で ,土

器を含む。

|~: |_r―   手 |  1計士
大官大寺第3次調査位置図 (縮尺4000分の1)

SK253は SD255を切って存在する大きな土羨である。焼土や炭化物に混 って ,

瓦・土器・鉄滓など多量の遺物が出上 した。 SK252も 同様の土羨である。

南北濤 SD250Aは 幅13η ,西 の肩からの深さが 06紀 である。畿内第 5様式

の弥生式上器 ,5・ 6世紀の上師器 ,須恵器や馬歯が出土 した。SD250 Bは SD

250Aの 東よりに幅 5協余りが認められる。フイゴの羽口や鉄滓とともに大官

大寺式の軒平瓦 (6661型 式 )が出上 した。SD2511ま 静内第 5様式の弥生式上器

を含む自然流路である。

このほか,回廊下層で弥

生時代の方形周濤墓SX270

を検出した。わずかに周濤

の一部を残すのみで,マ ク

ン ドや墓羨は遺存 していな

い。周濤内から畿内第 5様

式の弥生式上器が出土 した。

器種には,壼 ,長顕壷 ,甕 ,

鉢 ,局杯などがある。

SD250の東側には南北に

地山の高まりSX240が認め

:荀=
)ヽ.  _

回廊東南隅
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られた。SD250の 底から0.7η の高さである。土疲 SK245は 4× 4陶 ほどの長

円形を呈する。東の壁は発掘区外へ出る。土羨内からは,手斧の肖Jり 暦や,土

器 ,瓦とともに,木簡が 7点出土 した。釈読できる 1点は次の通 りである。

「 讃用郡□里鐵十連 」

里名の一字表記から,大宝から和銅初年にかけての年代が考えられる播磨国

からの貢進物付札である。

南北濤SD244は深さ 1.2η で,濤 の西肩は発掘区外に出て全幅は不明である。

瓦器を含む中世濤である。濤底のレベルはSx240上面とほぼ同一である。

SD244以東には,掘立柱建物・塀・土羨・濤などがある。建物・塀には ,真

北に対 し,東へ 5° ほど振れるものと,真東西にほぼ一致するものとがある。

前者はSD228・ 229。 230で ,掘形が小さく,柱間や柱筋が不揃いである。こ

れらの建物の年代は,近接する 7世紀中頃の上器を出上 した土壊 SK226や ,南

北濤SD224と ほぼ同じ頃と考えられる。後者のSA231は前者にくらべて大きめ

の掘形を有 し,掘形の切 り合いによってSB229よ り新 しいことがわかる。

出土遺物は,多種類にわたってぃるが,瓦・銅製品について述べよう。

瓦は回廊基壇とその周辺に膨大な量が堆積 していたの回廊をはなれると,瓦

の出土はほとんどみられなくなる。出土 した軒瓦は,すべて 1次官夫寺式」<ある。

軒丸瓦は623Wが 1個体 ,6231Bが 4個体 ,6231Bか Cか不明のもの14イ団体で

ある。軒平瓦は6661Aが 3個体 ,6661Bが 6 1 1Ll体 ,6661Bか Cか不明のもの 3

個体 ,小片で細別型式の不明のもの100個体を数える。

今回の調査で特徴的なことは,軒平瓦 167個体に対 し軒丸瓦は19個体と著 し

く少いことである。それでも,軒丸瓦6231Bあ るいは C,軒平瓦 6661Bあ るい

は Cが大きな比率を示す点は第 2次調査の結果と変らない。焚斗瓦について ,

その製作技法をみると,平瓦を焼成前に分害Jしたうえ ,さ らに叩きしめを行 っ

て ,曲率を減ずるという工程が加わる丁寧な作りのもので ,同時代には他に類

例をみない特異なものである。

銅製品には風鐸の断片がある。すべて小片で,火熱による変形が著 しい。乳

や舞の部分を残すものがあり,一部に銭金の痕跡が認められる。すべて二次的
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に移動 した瓦堆積の中からの出上であるが ,出 土地点をみると ,

回廊の内側に出土する傾向が強 く,中には塔使用のものが含まれ

ている可能性がある。

回廊東南隅を検出 したことにより,回廊の全体規模の復原が可

能になった。まず ,中関心から回廊東南隅柱位置までは713陶 で

あるィ)こ れを中F句心で対称に西へ折り返すと,回廊の東西総長は

両端隅柱位置間で 1436陶 に復原できる。中門妻柱位置から回廊

東南隅柱位置までイ誘Oη であり,200尺 で設計がなされたと考え

られる。

これまでの調査によって,南面東回廊は ,ほ ぼ全面的に検出し

たことになる。南面東回廊の方位は真東西とほぼ一致 し,既知の

伽藍中軸線 (真北に対 し,北で西へ 16/振れる。 )と は,正確に

は直交 しなぃ。このことは,施工誤差か ,造営の時期差によるも

のか ,今後の検討を要する。

回廊の方位が ,少 くとも南面東回廊については

S K 245出土木簡

真東西に極めて近いこと ,
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大官大寺第 3次調査出土上器実測図

-39-



柱間寸法がよく揃い,礎石の上面高もほぼ同一ンベルにあることなど,精度の

高い造営の実態の一端がうかがわれる。一方 ,基壇造成については,掘込地業

を行わず,整地面上に直接 ,基壇土を積むという,講堂 。中門と共通 した施工

法によっていることも知られた。

回廊の東方に寺域東限施設の存在を予想 したが ,調査の結果では,築地など

の痕跡は認められなかった。ただ ,南北濤SD255は ,伽藍中軸線から913η の

位置にあり,こ の位置は講堂の西北方で検出 した,寺域西限とも考えられる南

北濤SD104(「 概報 4」 な照 )と 伽藍中軸線との距離 92η にほぼ一致するこ

とが注目される。ただ し,い ずれも検出遺構は小範囲にとどまり,寺域の区画

施設については今後の調杏に待たねばならない。

SD255。 SD260な どは,回廊に近い位置にあることや ,鉄関係の木簡 ,フ イ

ゴの羽日,鉄滓,手斧の削り居などの出土遺物によって ,大官大寺造営に関連

する一連の遺構とみることができる。

SX240に ついては ,現在 ,横大路以北までその痕跡がたどら

道 」の南延長線上にほぼ位置することが注目される。ただ し,
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いては即断を
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され′たとされ

る藤原京東京

極との関連に

ついても今後

の調査の進展

に待つところ

が大きい。

‐‐一一一ｉ一∵一中

一一
一
一
一
一蜘

Ｆ
‐　
　
引
釦
‐
ｏ‐
引
Ｆ
ｔ
Ｌ

一
。

一

一
。

一

―-40-



千 劣 銃 荘 ″ ヽ
…
辞                       Ⅲ単

ギ 競 帝 F常 勲 茸 特 薦 碕

―

…
…

イ

ー

F言 耳

―

‐ 静 '▼…
…

'・

・

,‐ イ
F

大官大寺第 3次調査遺構実測図

r…  … …
Rギ騨 輪 い

・
い 輌 日山

一

日
、

―- 41-42 -



稲 淵川 西 遺 跡 の調査

(昭和51年 12月 ～昭和52年 3月 )

この調査は,飛鳥国営公園祝戸地区の駐車場建設に伴う事前調査として実施

したものである。調査地は,坂田寺跡の西方約 200陶 ,稲淵川を隔てた水田中

にある。冬野川との合流地点から上流へ約 400η のこの付近は,北 と西を通称

「 フグリ山 」の山塊に画され ,稲淵川との間に狭い平坦 JtlJが南へ伸びている。

調査は駐車場予定地の全域を対象とし,東西28糊 ,南北30物 の範囲を全面発

掘 した。調査地の基本的な層序は ,上から耕土・床土・黄灰褐色土 。暗灰褐色

砂質土 。灰褐色上の順である。遺構の検出は表土下約40勁 にある暗灰褐色砂質

土上面でおこない ,敷石・柱根および柱抜取 り穴を認めた。 しか しながら,柱

掘形は一層下の灰褐色土上面でしか検出できず ,掘形の検出は最少の補足調査

にとどめざるをえなかった。なお敷石の上面に限って厚さ 3協前後の黄色粘質

上が堆積 しており注意をひいた。

検出 した主な遺構には ,掘立柱建物 4と 石敷広場 とがある。 SB001は ,発掘

区の南西部で検出 した東西棟掘立柱建物である。桁行 5間以上 ,梁行 4間であ

り,南北と東側で廂を

検出しているから,お

そらく四面に廂をもつ

建物とみてよい。柱根

(径 25勁前後 )が遺存

するのは 5カ 所のみで ,

大半の柱は抜取られて

いる。このため柱 FB5寸

法を正確に復原できな

いが ,現状では身舎が

桁行・梁行とも 3.Oη
調査地全景 (北東から)
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等間 ,廂につぃては南北廂が 2.lη ,東廂

が 1.8η と考えられる。柱掘形は幅 1陶 ,

長さ 3.2駒 前後の長方形平面をもち,狽↓柱

と入側柱を一組として ,一つの掘形内に 2

本の柱を立てる特異なものである。掘形の

深さは約 1.3陶 あり,柱位置の底部には数

個の礫を配 して根固めとしていた。柱抜取

り穴は,桁行方向に長軸をもつ不整精円形

の平面で,概 して大きく,隣接する2本 の

柱を一連の穴で抜取 っているところもある。

抜取 り穴内部には黄色粘賓上が入 っていた。

/

稲淵サ|1西遺跡周辺地形図 (縮尺3000分の1)SB001の 北および東側柱外方に接 して板材

を検出した。北側で約10И ,東側で約15勁 各々外方にあり,厚 さ約 1勤 ,長 さ

lη前後の板材を連ねている。全体に腐触が著るしい上に ,各所で柱抜取 り穴

で分断されており,そ の性格は判然としない。 SB001南狼‖の板材については ,

今回の調査では確認できなかった。

SB002は ,発掘区の北西部で検出 した東西棟掘立柱建物である。桁行 8間以

上 ,梁行 4間で南側に廂をもつ。柱間寸法は,桁行 176陶 等間 ,梁行では身舎

が 2.24陶等間,廂が 2.08紹 である。柱掘形には 2種類ある。南俣↓柱列および妻

柱では ,一辺 lη前後の方形掘形に各々 1つ の柱を立てた通有の形である。 し
か し入側柱列では濤状に穿 った一連の掘形 (以 下「 布掘 り掘形 」と呼ぶ )に 9

本以上の柱を立てる特異な方式である。おそらく北狽」柱列もSB003・ 004を 参

考にすれば ,布掘り掘形であろう。布掘り掘形は幅 1.1陶 前後 ,深 さ 1鴇前後

をはかり,径約18勁の柱を立てる。柱抜取 り穴は精円形の平面をもつが,SB
001の 抜取 り穴に比べて小規模である。内部には黄色粘質上が入 っていた。

SB003は ,発掘区南東部で検出 した南北棟掘立柱建物である。桁行 2間以上 ,

梁行 4間で西狽1に廂をもつ。柱間寸法はSB002と 同一である。入狽」柱列および

東側柱列を布掘り掘形とし,径18助 前後の柱を立てている。
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詈

稲淵川西遺跡遺構実測図 (縮尺 200分の 1)
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SB004は ,発掘区の北東部で検出 した桁行総長264物 におよぶ細長い南北棟

掘立柱建物である。桁行15間 ,梁行 4間でSB003と 同様に西狽1に廂をもち,両

者の柱筋と柱間寸法は一致 している。西狽↓柱列と妻柱は個々に柱掘形をもつが ,

入側柱列および東側柱列は布掘り掘形である。すなわち16本の柱を一連の掘形

に立てている。入側柱列の布掘り掘形は平均約 0.7物 の深さをもち,柱位置付

近ではさらに 04η 前後掘込んで柱を裾えている。南半部の掘形底部は自然堆

積の礫層に達 し,掘形を埋めた土中にも大小の礫が含まれ ,注意をひいた。妻

柱の掘形は,SB002・ 003と 同様に梁行方向に細長い平面をもち,柱間寸法・

柱掘形の状況など 3つの建物は同一の規格にもとづいて建てられたことがわかる。

SH010は ,発掘区の中央で検出した南北14物 ,東西18陶 以上の石敷広場であ

る。北は高さ15И前後の石列で限り,南 はSB00 1の 北に接する板材で画 してい

る。東は敷石抜取 り痕跡からSB004西端付近と推測され ,西 は発掘区外に拡が

る。さらにSB001と SB003・ 004と の間にも敷石抜取 り痕跡がみられるから ,

石敷面が南へ帯状に伸びていた可能性は大きい。敷石は一辺40M前後の花開岩

質の玉石を用いて全面に敷きつめてぃる。一部で石が抜取られているが,全体

に遺存の状況は良好である。

上述 した石敷広場と 4棟の建物は同一時期の造営によるものである。造営に

際 しては ,ま ず灰褐色土上面を整え ,柱掘形を穿って柱を立てる。次いで SH

010北端の石列を裾えつけたのち,全面に暗灰褐色砂質上を入れて整地する。

SH010で はとくに砂質の強い上を入れて敷石の安定をはかっている。SB001と

SH010の境をなす板材は遺存が悪 く,作業工程を判断できなぃが ,暗灰褐色砂

NP h“と。

整地土層¬嘲―

M
南側柱  南入側柱

-上層模式図

北入側柱  北 1員1柱
SB001     - K=―

南側柱  南入側柱
SH010 -  K■ 一一一  S8002
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質土を掘込んで裾えつけている可能性がある。これら遺構の方位は ,国上方眼

方位に対 し北で 25.5° 東に振れており,飛鳥地方の遺構方位としてはあまり類

例のなぃ数値を示す。おそらく,稲淵川と「 フグリ山」とにはさまれた遺跡立

地からみると,地形に限定された遺構方位なのであろう。

遺物は ,発掘区各所から出上 したが ,全体に土師器・須恵器などの上器類が

多 く,金属器・瓦類などの出土は極めて少量である。遺物の多 くは黄灰褐色土

層に含まれ ,柱掘形・柱抜取 り穴あるいは暗灰裾色砂質土中など遺構と密接に

関連 して出土 した遺物は少ない。とくに瓦類では遺構と結びついて出土した例

はない。柱掘形や暗灰裾色砂質上に含まれる土器には 1・ 2・ 4～8な どがあるが ,

いずれも 7世紀中頃以前のものに限られていて ,遺跡のお営年代をうかがうこ

とができる。また柱抜取り穴および石敷上面を覆う黄色粘質土中に含まれる土

器には9。 10・ 12～14な どがあり,7世紀末前後の年代を示 している。このうち蹄

脚硯 (14)は SB004西側柱の抜取り穴から出上 したものである。その他 ,4は

敷石抜取 り痕跡内 ,11は黄灰裾色土から出土 した土器である。ただ し,敷石抜

取り痕跡内からは ,瓦器片をはじめ中・近世にいたる土器も出上 している。

本遺跡は,今回の調査で初めてその存在が明らかになったが,敷石広場や掘

ヒ _____」 rm

稲淵)|1西遺跡出土遺物実測図
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立柱建物など豊富な内容をもつうえ ,遺存状況も良好であるから,今後「 飛鳥 」

を知る上に不可欠の重要な遺跡ということができよう。以下では調査で判明 し

た二三の事項について簡単にまとめておきたぃ。

まず遺構配置の整然たる規格性が注目される。SB001と SB002の 東側柱列が

一 致 す る こ と ,SB003と SB004の 柱 筋 が 一 致 す る こ と ,SB001妻 柱 の 位 置 が SB

003と SB004間の中央に一致すること,SB001・ 002と SB003・ 004の建物間

距離が SB003と SB004間のそれに一致することなど,多 くの点で建物配置の計

画性をうかがうことができる。また SB001と SB002は ,建物西半部を調査 して

いないが,両者の桁行総長が一致するものと予想されるから,図示 したように ,

9間 と14間 に復原できる。さらに発掘区周辺の地形を考慮すると,SB001・ 002

の西方にSB003・ 004と 同様な南北棟建物を想定するのもあながち困難ではな

い。もしそうであれば ,SB001を 中心とした東西対称の建物配置であり,遺跡

の性格とも深 くかかわって くる。今後検討すべき問題である。

建物配置と関連 して ,造営に用いられた基準尺の問題がある。SB004は 桁行

15間柱間総長26.40η ,梁行 4間柱間総長 8.80η の建物であるが ,桁行総長を現

尺で換算すると87.120尺 となる。これを逆に90尺 と仮定す ると 1尺 =0.2933

切という数値がえられる。この数値を梁行総長にあてはめると30尺 の完数がえ

られ ,同 様にSB003と SB004間 の距離,SB002と SB004間の距離を換算すると

13尺 がえられる。SB001に ついては ,前述 したように柱間寸法が不明確なため

1尺 =02933掏 の数値を検証 しえないが ,少 なくともSB002～ 004の建物には

よく該当する。古代の造営尺については ,各遺跡で復原が試みられてぃるが ,

一般的に 1尺は029勤 より大きい数値を示す。ただそれより小さい数値を示す

一例として前期難波宮跡の諸遺構がある。孝徳朝長柄豊碕宮かとも推測されて

いるこの遺構では,多少のばらつきはあるものの 1尺 =0.292η の造営尺が復原

されている。本遺跡と前期難波宮跡の 2つの遺跡で0.295町 より小さい造営尺が

復原できることは,両者の年代が近いことともあいまって興味深い問題といえ

よう。

本遺跡の特徴の一つに,一連の柱掘形内に複数の柱を立てることがあげられ
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る。SB001で は側柱と入側柱を

2本一組とし,SB002～ 004で

は身舎側柱列の10数本の柱を一

つの布掘り掘形内に立てている。

これまであまり例をみない柱掘

形の方式であるが,類例として

前期難波官跡の「弓があげられる。

この遺構は内裏の東方にある桁

行 5間梁行 2間の問 (第20次調

査で検出された SB2001)で あ

り,桁行方向に長い平面をもつ

掘形内に 3本の柱を一組として 遺構模式図

立てている。調査では一カ所しか確認されていないが,本遺跡の例を勘案すれ

ば,お そらく東西 2列 ,南北 3列の計 6カ 所に柱掘形を穿ち,各 3本計18本 の

柱を立てていた可能性が大きい。

本遺跡の年代は,柱掘形内から出上した土器などからすると7世紀中頃に造

営されたものであり,柱抜取り穴から出土する土器を参考にすると 7世紀末前

後に廃絶 したようである。検出した遺構には重複がないから,建替えなどはお

こなわれず ,比較的短期間にその役割を終えたらしい。廃絶の事情は明らかで

ないが ,敷石の目地間に残る炭化物の堆積をみると,本遺跡が罹災 した可能性

も考えられる。

本遺跡の性格は,SB001を 中心にSB002～ SB004と いう細長い建/1Bを 連ねる

懲物配置や,建物間に石敷面を有する点 ,あ るいは瓦類が出土 しなぃ点など ,

官殿跡としての色彩が濃い。とくに石敷面の存在は ,伝飛鳥板蓋宮跡や宮滝遺

跡の例と類似 しており,遺跡の性格の一端を示すものではなかろうか。本遺跡

を 7世紀の中頃に造宮された宮殿跡と考えると,当然文献にみえる「宮 Jと の

関連が問題になるが ,現状では「 飛鳥河辺行宮 」をその有力な候補として指適

するにとどめ,今後の検討にまちたい。
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奥山久米寺西方の調査

(狂心渠推定地 )

(昭和51年 8月 ～昭和51年 9月 )

この調査は,家屋新築に伴 う事前調査である。調査地は奥山久米寺塔跡の西

約60陶 で ,旧寺域に接 し,丘陵裾に沿 って幅広い低地が南北に続 くその東岸に

あたる。この低地は,田村吉永氏が「 狂心渠 」と推定する地形の南延長部にあ

たる。調査は,東西約20η ,南北約 35町 の トンンチを設定 して実施 した。

調査の結果 ,奈良時代以前に遡る南北大濤を検出し,濤の東岸を確認 した。

東岸の肩には護岸用の玉石が残る。濤は調査区内では完結せず ,さ らに西方に

続 くので ,濤幅は20陶以上になる。濤埋土である灰色礫・粗砂混合層中には ,

瓦 。上師器・須恵器の破片と少量の弥生式上器が含まれている。いずれも非常

に磨滅 しており,水は地形からみて北流 していたと推定できる。土師器・須恵

器は古墳時代のものを一凱含むが,そ の大部分は 7世紀後半から奈良時代後半

にかけてのものである。また,こ の南北濤を覆う灰色粘土層からは,瓦器・土

師器・須恵器・瓦の破片が出土 しており,古代末～中世頃にはこの濤が埋めら

れたと推定できる。 しか し,濤の開削年代は今回の調査では明らかにできなか

った。

南北濤の東岸は,先述 したように奥山久米寺の現塔心礎の西約60陶 にあたり ,

旧寺域の西限を画する位置に相当する。また,田村吉永氏が大官大寺の東側で

十ヽ「 狂心渠 」と推定 した幅50物 程

の南北方向の落ち込みの南延長

部にもあたっており,こ れと一

体のものとなる可能性もある。

これを契機に 今後の周辺地域

の調査によって ,こ れらの問題

の解決をはかってゆきたい。

奥山久米寺周辺地形図 (縮尺 4000分 の 1)

(網目は南北溝)
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小墾田宮推定地第 3次 の調査

(昭和51年 9月 ～昭和51年 10月 )

この調査は,家屋新築に伴う事前調査として実施 したものである。調査地は ,

当調査部が昭和45年以来 2次にわたり,推定小墾田宮跡として発掘 した第 2次

調査地の西南に隣接する場所である。家屋建設予定地に,東西 5.5η ,南北 6

陶の発掘区を設定 し,一部市に拡張 した。発掘面積イ望6″ である。調査の結果 ,

7世紀代と推定される濤 3,土羨状の落ち込み 1を検出した。これらは,いず
れも第 2次調査で検出 した遺構に連続する部分である。 (概報 4参照 )

調査地の層序は,木土下に暗黄褐色粘質土 ,暗灰褐色粘質土 ,茶褐色砂質土

があり,遺構は茶褐色砂質土上面で検出した。この層の直下には,古墳時代の

遺物を含む合隣粗砂層があり,か っては全体に流路であったと考えら才1る 。

濤 SD200は ,南東から北西に向けて流れる幅 3.8紹 前後 ,深 さ06物 の素掘

りの濤で ,今回はその北岸を検出した。濤 SD201は ,濤 SD200の北を平行に走

る幅 12陶 ,深 さ 0.3躍 の素掘りの濤であり,今回その西端を確認 した。濤 SD

202は ,ほ ぼ東西に走る幅 2糊 ,深 さ02町 の素搬りの濤で ,今回の調査地内
では南岸が大きく南に拡がっている。濤内には人頭大の玉石が散乱 して堆積 し

ていた。なお ,濤 SD201と SD202は 重複 し,前者の方が古い。以上の 3条の濤

は ,い ずれも 7世紀代の遺構である。土羨状の落ち込みSK222は ,前回の調査

でその一部を確認 していたものである。幅 2.0躍 ,深 さ02η 前後の濤状を呈

し,発掘区外にのびる。あるいは,濤 SD201と 本来は 1本の濤であった可能性

もある。

今回の調査でも,こ の地域の南半には 7～ 8世紀代の建物は存在せず ,数条

の濤が西流することを確認 した。このことは,県道沿いの南半地区が推定山田

道に何らかの関連を有する可能性が前回同様考えられる。 しかし,今回も山田

道の位置や造営時期につぃて明らかにするような手懸りを得ることはできなか

った。

-51-



軽 池 北遺 跡 の調 査

(昭和51年 5月 ～昭和51年 6月 )

この調査は,橿原市立畝傍東小学校の新設工事に先立って実施 したものであ

る。調査地は橿原神宮前駅の東南 08た″に位置 し,「 軽池 」の北方にひろがる

丘陵と水田の一部である。

調査の結果 ,丘陵上で奈良時代後半頃の掘立柱建物 1,13世 紀前半の竪穴住

居 3,弥生時代と古墳時代の上羨 2,7世 紀末の濤 1等を検出 した。掘立柱建
物SB120は 3間 ×2間の東西棟建物である。桁行の柱間は 2.5駒等間であるが ,

梁行は 1.7～ 2η とばらつきをみせ ,平面形もいびつである。柱穴から出土 し

た瓦・土師器・須恵器から奈良時代後半の建物と考えられる。

竪穴住居 3棟は,いずれも丘陵尾根で発見 した。出上 した瓦器の年代から13

世紀前半のものと考えられる。竪穴住居SB105は 東壁と北壁を残 し,2× 37
物程の南北に長い長方形プランに復原できる。東と北に周濤を残 し,柱穴が 4

隅にある。南端に多量の瓦器を合む貯蔵穴と思われる土壊SKlo3がある。竪穴

住居 SBHOは 東壁と北壁を残 し,4.5× 3陶程の東西に長い長方形ブランに復

原できる。東と北に周濤を残 し,柱穴が 4隅 にある。西端で検出した貯蔵穴と

思われるSK107か ら多量の瓦器が出土 した。竪穴住居SBl15は SBHOを壊 して

つ くられている。東壁と北壁を残すが ,平面形・面積とも明らかでない。周濤

は東と北に残 り,東北隅の柱穴を検出した。

濤 SD140は 幅 7紹 以上 ,深さ 1.lη を測る。自然地形による狭い谷 ,も しく

は凹みとも考えられるが ,全容を明らかにできなかった。最下層から7世紀末

の上師器・須恵器が出土 し,上層には瓦器片を含む。

竪穴住居 SB105・ 110・ H5及 び貯蔵穴と思われるSK103・ 107か ら出上 し

た瓦器は,いずれも13世紀前半のものと考えられる。畿内で ,こ の時期の竪穴

住居の発見された例はきわめて少 く,貴重な例といえよう。なお ,詳細は IⅢ軽

池北遺跡発掘調査報告』 (軽池北遺跡調査会 1977年 3月 )を参照されたい。
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